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令和 7 年度 一般社団法人 鹿児島県作業療法士協会代議員総会 

総会次第  

1 開会のことば：（事務局長） 

2 議長の選出ならびに書記、議事録署名人の任命（事務局総務部）  

3 会長挨拶：（会長） 

4 定足数報告：（事務局総務部） 

5 議案 

第 1 号議案 令和 6 年度事業報告の件：（会長） 

第 2 号議案 令和 6 年度決算報告書・監事意見書の件：（事務局財務部） 

第 3 号議案 令和 7 年度事業計画案の件：（会長） 

第 4 号議案 令和 7 年度予算案の件：（事務局財務部） 

第 5 号議案 その他 

6 意見交換会 

7 議長団解任 

8 閉会のことば：（事務局長） 



第 1 号議案 令和 6 年度事業報告 

事業総括 
1．現況 

正会員数 2024 年度 1113（-20）名（令和 7 年 3 月 31 日現在） 
 

2．新入会員オリエンテーション（5 月） 
当日 38 名の入会者があった。 

 

3．各種活動報告 

令和 6 年度における鹿児島県作業療法士協会（以下、県協会）の主要な活動内容、特に   

開催された学会や研修会、刊行物、普及啓発活動、関係団体との連携について、報告書を

基にその要点を整理し、報告する。 

 

主要テーマと重要事項: 

1）学術活動と専門性の向上: 

第 33 回鹿児島県作業療法学会: 令和 6 年 9 月 7 日、8 日に学会長 豊栄峻氏（鹿児島

大学病院/鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 リハビリテーション医学）の元、鹿児島

大学鶴陵会館で開催され、事前・当日合わせてのべ 413 名の参加者（現地 287 名、リモ

ート 126 名）を集めた。テーマは「作業療法の評価、治療を見つめなおす」であり、基

礎的ながらも重要なテーマに焦点を当てた。 

研究支援事業研修会: 事例報告・症例報告の書き方、日々の臨床からの研究着手、研究

デザイン、研究計画書の作成、研究スタイルの事例検討など、計 5 回の研修会がオンラ

イン形式で開催され、若手研究者の育成を支援した。 

学術誌「作業療法鹿児島」の発行: 第 31 巻第 1 号が発行され、「評価なくして介入な

し」を巻頭言に掲げ、特集テーマは「鹿児島における作業療法の可能性」として、司法、

産業、透析、地域、精神科領域における作業療法の取り組みや研究論文、実践報告が掲

載された。 

 

2）教育・研修活動: 

臨床実習指導者育成講習会: 厚労省指定の講習会がオンラインで開催され、49 名が参

加した。 

生活行為向上マネジメント研修（MTDLP）: 事例検討会が開催され、参加者 10名が事

例を通して MTDLP の理解を深めた。また、日本作業療法士協会生涯教育システム制度

の一環として、基礎研修も開催された。 

現職者共通研修: 生涯教育概論、職業倫理、作業療法の可能性、実践のための作業療法



研究、日本と世界の作業療法の動向、事例検討・事例報告会など、幅広いテーマで計 4

回の研修会がオンライン形式で開催され、会員の資質向上を図った。 

現職者選択研修（発達障害領域）: 発達障害児の保護者支援、感覚統合療法、各特性を

持つ子への対応、学校支援に対する作業療法など、発達障害領域に特化した研修がオン

ラインで開催され、61 名が参加した。 

部門別研修会: 認知症、発達支援（ASD、ADHD、DCD、生活動作、不登校、就労支

援）、成人発達支援、ポジショニング、自動車運転再開支援、脳卒中（EBP、記憶の神

経心理学）など、様々な領域に特化した研修会が開催された。 

 

3）普及啓発活動と地域貢献: 

作業療法広報活動: 鹿児島市市民健康まつり、霧島市市民健康福祉まつりにてブース出

展を行い、作業療法の普及に努めた。 

パラ e スポーツ活動: 第 33 回鹿児島県作業療法学会およびゲーミングフェス西之表に

てブース出展し、パラ e スポーツを通じて作業療法への関心を高めた。 

介護職向け連携事業: 鹿児島県介護実習普及センターと連携し、身体に負担をかけない

介助方法や福祉用具の選び方・使い方に関する研修会を複数回開催し、介護現場への貢

献を行った。 

地域リハビリテーション推進研修会: 地域ケア会議と介護予防に関する研修会をオンラ

インで開催した。 

 

4）関係団体との連携: 

日本作業療法士協会: 47都道府県委員会、地域事業支援会議、組織率対策委員会など、

日本作業療法士協会の各種会議に積極的に参加し、全国的な連携を強化した。 

九州作業療法士会長会議: 九州各県の作業療法士会との連携を深めるため、会長会議に

参加した。 

鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会: 理事会や定時総会、推進リ

ーダー研修会企画会議に参加し、リハビリテーション専門職全体の連携強化に貢献した。 

IKOT 協議会 

定例会の開催：計 4 回のオンライン定例会が開催された。第 3 回目の定例会は IKOT 交

流会として県学会の企画としてハイブリッドで行った。この交流会は、各県の取り組み

を共有し、作業療法の未来を語り合う機会となった。また、IKOT 通信 vol.1、2 が発行

された。これらの活動は、「各県士会の地域貢献の推進」、「会員の臨床力・研究力向上」、

「士会の組織力の向上」を図るという IKOT 協議会の目的達成に向けた取り組みとして

行われた。 



地域リハビリテーション活動支援事業: 鹿児島市との意見交換会に参加し、地域のニー

ズに応じた活動を推進した。 

災害リハビリテーション: 鹿児島県災害リハビリテーション推進協議会役員会や鹿児島

JRAT 事務局会議、日本作業療法士協会災害対策担当者情報交換会に参加し、災害時の

対応体制強化に取り組んだ。また、桜島火山爆発総合防災訓練に参加した。 

その他団体: 原田学園学校関係者評価委員会および教育課程編成委員会、鹿児島県高次

脳機能研究会世話人会、鹿児島リハビリテーション医学研究会世話人会、鹿児島県医療

推進協議会、運転と地域移動に関する都道府県士会協力者会議など、多岐にわたる会議

や委員会に参加し、関係団体との連携を深めた。 

後援活動: 第 1回日伊大会、薬物乱用防止シンポジウム、快護生活フェス！、がんと治

療を支えるエッセンス、鹿児島リハビリテーション医学研究会、呼吸療法セミナー、鹿

児島高次脳機能研究会など、様々なイベントへの後援を行った。 

介護予防推進リーダー研修会、地域ケア会議推進リーダー研修会、訪問リハビリテーシ

ョン研修会: 一般社団法人鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会と

の共催により、介護予防、地域ケア会議、訪問リハビリテーションに関する研修会を開

催し、多職種連携を推進した。 

 

5）会員福祉: 

ライフワークバランス研修会: 新人若手向けワークライフバランス研修、給料明細書の

読み方、家族の栄養学、管理職のためのマネジメントなど、会員のワークライフバラン

ス向上や福利厚生に関する研修会がオンラインで開催された。 

 

結論: 令和 6 年度の鹿児島県作業療法士協会は、多岐にわたる活動を通じて、会員の学術・専門

性の向上、地域社会への貢献、そして関係団体との連携強化に積極的に取り組んだ。特に、学会

や研究支援研修会を通じた学術振興、様々なテーマの研修会による会員のスキルアップ、そして

地域での普及啓発活動や介護分野との連携は、作業療法の発展と普及に大きく寄与している。ま

た、日本作業療法士協会や他県士会、県内のリハビリテーション関連団体との連携も密に行わ

れ、より広範な視点での活動が展開されている。これらの活動は、鹿児島県における作業療法の

発展と県民の健康・福祉向上に貢献するものである。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
令和 6 年度 県協会事業内容別活動報告 
 

1．作業療法の学会・研修会、講習会の開催に関する事業報告 

【学術部】 
 第 33 回 鹿児島県作業療法学会 
開催日：令和 6 年 9 月 7 日（土）8 日（日）開催 
テーマ：作業療法の評価、治療を見つめなおす 
学会長：鹿児島大学病院 
    鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 
    豊栄 峻氏  
 
学会長講演 
『促通反復療法を基盤とした上肢麻痺治療』 
講師：鹿児島大学病院 
   鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 
   豊栄 峻氏 
 
公開講座 
『鹿児島大学発の新たな脳卒中リハビリテーションと作業療法への期待』 
講師：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 教授 
   下堂薗 恵氏 
 
特別講演 
『作業療法に評価は必要ですか？』 
講師：北里大学 医療衛生学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻 教授 
   髙橋 香代子氏 
 
シンポジウム 
『がんのリハビリテーションにおいて OT は何ができるか？』 
 「脳腫瘍と小児がんにおける作業療法の重要性」 
  シンポジスト：鹿児島大学病院 リハビリテーション科 主任 夏目 恵介氏 
 「化学療法による有害事象に対する作業療法の可能性」 
  シンポジスト：日本赤十字社 長崎原爆病院 リハビリテーション科 
         作業療法係長 壱岐尾 優太氏 
 
教育講演 1 
『実臨床における手の評価法』 
講師：愛野記念病院 手外科センター 野中 信宏氏 

     
教育講演 2 
『異常感覚を紐解く―疼痛やしびれ感の病態および介入戦略―』 
講師：長崎大学 生命医科学域（保健学系）助教 西 祐樹氏 
 
演題数：口述兼ポスター発表 20 演題 
会場：鹿児島大学 鶴陵会館 



参加登録者数：（事前）現地 285 名 リモート 133 名 
        （当日）現地 287 名 リモート 126 名 
 
 

    研究支援事業研修会 
研修会：令和 6 年 7 月 19 日（金）開催 
タイトル：令和 6 年度第 1 回研究法研修会 

『やってみたら、意外とカンタン！私もできる、事例報告・症例報告』 
講師：神村学園専修学校 副校長 黒木 辰朗氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：32 名（うちスタッフ 2 名） 
 
研修会：令和 6 年 8 月 20 日（火）開催 

    タイトル：令和 6 年度第 2 回研究法研修会 
         『日々の臨床から研究を始めよう』 

講師：鹿児島大学医学部保健学科作業療法専攻 教授 窪田 正大氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：23 名（うちスタッフ 2 名） 
 
研修会：令和 6 年 10 月 23 日（水）開催 

    タイトル：令和 6 年度第 3 回研究法研修会 
         『事例を通して研究デザインを学ぶ』 

講師：鹿児島医療技術専門学校 鎌田 浩明氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：19 名（うちスタッフ 2 名） 
 
研修会：令和 6 年 12 月 6 日（金）開催 

    タイトル：令和 6 年度第 4 回研究法研修会 
         『研究計画書の書き方、研究計画書の演習』 

講師：国立障害者リハビリテーションセンター研究所 矢野 幸治氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：17 名（うちスタッフ 2 名） 
 
研修会：令和 7 年 2 月 7 日（金）開催 

    タイトル：令和 6 年度第 5 回研究法研修会 
         『研究スタイルを事例で学ぶ』 

講師：九州栄養福祉大学 作業療法学科長 教授 四元 孝道氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：19 名（うちスタッフ 2 名） 
 
鹿児島脳卒中勉強会 
研修会：令和 6 年 11 月 26 日（火）開催 

    タイトル：令和 6 年度第 1 回脳卒中研修会 

        『脳卒中後上肢麻痺における EBP－臨床的意思決定のポイントー』 

講師：岸和田リハビリテーション病院 平山 幸一郎氏 

会場：個別 Web 配信 
参加者：64 名（うちスタッフ 2 名） 
 
研修会：令和 7 年 2 月 4 日（火）開催 

    タイトル：令和 6 年度第 2 回脳卒中研修会 
        『記憶の神経心理学－神経心理学の立場からリハビリテーション 



         のあり方を考えるー』 

講師：加治木温泉病院 言語聴覚士 有川 瑛人氏 

会場：個別 Web 配信 
参加者：59 名（うちスタッフ 2 名） 
【総務部】 
＜養成校連絡協議会＞ 
厚労省指定 鹿児島県臨床実習指導者育成講習会 
研修会：令和 6 年 7 月 27 日（土）・28 日（日）開催 

    『令和 6 年度 鹿児島県臨床実習指導者講習会』 
    会場：個別 Web 配信 
    参加者：49 名（鹿児島：38 名 非会員 11 名） 
 

【企画部】 
＜自動車運転再開作業療法検討班 ＞ 
新人向け研修『運転支援の基礎知識』 
研修会：令和 6 年 6 月 16 日（日）開催 
講師：株式会社輝く羽 西 綾氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：21 名 
 

【教育部】 
＜MTDLP 推進委員会＞ 
生活行為向上マネジメント研修 
研修会：令和 7 年 2 月 9 日（日）開催 
『令和 6 年度 第 1 回 MTDLP 事例検討会』 
ファシリテーター：小規模多機能ホームひおきの丘 安藤 健司氏 
         小原病院 橋口 大毅氏 
         サンセリテのがた 山口 翔平氏 
          池田病院 柿迫 直樹氏 
          隼人温泉病院 中西 徹也氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：10 名（うちスタッフ 1 名） 
 
教育研修 
研修会：令和 7 年 1 月 19 日（日）開催 
『ポジショニングで悩んでいませんか ‐基礎基本と他職種から見る視点‐』 
講師：特定非営利活動法人リハケアリングネットワーク 香川 實氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：30 名（うちスタッフ 6 名） 
 
【事業部】 
＜認知症 OT ネットワークチーム＞ 
研修会：令和 7 年 1 月 25 日（土）開催 
タイトル：認知症アップデート研修 
     『認知症フレンドリー社会を目指して作業療法士は何ができるのか？ 』 
講師：熊本保健科学大学 保健科学部 リハビリテーション学科 
   生活機能療法学専攻 准教授 仙波 梨沙氏  
会場：宝山ホール 第 6 会議室、個別 Web 配信 
参加者：34 名（対面 14 名 Web14 名（うちスタッフ 5 名）  



＜発達支援 K-OT チーム＞ 
研修会：令和 6 年 8 月 18 日（日）開催 
タイトル：『子どもの障害特性の捉え方と対応について一緒に考えよう 
     ‐ASD や多動が疑われる事例を中心に‐』 
講師：鹿児島県こども総合療育センター  眞田 俊介氏 
ファシリテーター：鹿児島大学医学部保健学科 井上 和博氏 
会場：鹿児島大学医学部保健学科 、個別 Web 配信 
参加者：24 名（会場 11 名 Web 13 名（うちスタッフ 5 名）） 
 
研修会：令和 6 年 12 月 15 日（日）開催 
タイトル：『子どもの生活動作と遊びを一緒に考えよう(事例検討を含む)』 
講師：やまびこ医療福祉センター 先成 聖氏 
   こども・生活ソーシャルサポートセンターBecoming 福田 梨香氏 
アドバイザー：こども発達相談支援センターいろは 公認心理士 瀬戸上 明子氏 
ファシリテーター：鹿児島大学医学部保健学科 井上 和博氏    
会場：谷山北公民館、個別 Web 配信 
参加者：52 名（会場 19 名 Web 33 名（うちスタッフ 7 名）） 

 
研修会：令和 7 年 2 月 2 日（日）開催 
タイトル：『福祉領域での不登校支援や就労支援について考えよう』 
講師：株式会社サクラバイオ 代表取締役 宮之原 綾子氏（公認心理士） 
会場：鹿児島大学医学部保健学科、個別 Web 配信 
参加者：31 名（会場 12 名 Web 19 名（うちスタッフ 5 名）） 

 
＜成人発達支援チーム＞ 
研修会：令和 7 年 3 月 8 日（土）開催 
タイトル：『私の障がい者への支援 ‐管理者として寄り添いながら‐』 
講師：社会福祉法人慈和会 就労継続支援 B 型事業所 工房あけぼの 
   前畑 竜郎氏 
会場：鹿児島第一医療リハビリ専門学校 
参加者：12 名（うちスタッフ 2 名） 

 
【渉外部】 
研修会：令和 6 年 9 月 14 日（土）開催 
タイトル：第 1 回 地域リハビリテーション推進研修会 
    『地域ケア会議と介護予防について』 
講師：鹿児島第一医療リハビリ専門学校 理学療法学科 神田 勝利氏 
講師：馬場病院 迫田 拓大氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：15 名（うちスタッフ 4 名） 
 

   【福利部】 
    研修会：令和 6 年 7 月 30 日（火）開催 

    タイトル：新人若手向けワークライフバランス研修 

          ‐新人時代に悩んだ経験と役立つヒント‐ 

    講師： Mellow Amami 合同会社 代表 平城 修吾氏 
    会場：個別 Web 配信 
    参加者：13 名（うちスタッフ 2 名） 

 
 

    研修会：令和 6 年 8 月 27 日（火）開催 



    タイトル：給料明細書の歩き方 
    講師：はなふさ社労士事務所 代表 濱田 英彰氏（社労士） 
    会場：個別 Web 配信 
    参加者：18 名（うちスタッフ 2 名） 

 
    研修会：令和 6 年 11 月 26 日（火）開催 

    タイトル：家族の栄養学 ‐親-子ども世代の栄養問題と時短料理テクニック‐ 

    講師：鹿児島県栄養士会 常任理事 立石 百合恵氏 

    会場：個別 Web 配信 
    参加者：29 名（うちスタッフ 2 名） 

 
    研修会：令和 7 年 1 月 21 日（火）開催 
    タイトル：管理職やリーダーのためのマネジメントをどう考えるか 

    講師：株式会社ケアクラフトマン 代表取締役 大平 怜也氏 

    会場：個別 Web 配信 
    参加者：29 名（うちスタッフ 1 名） 

      
2．作業療法の刊行物の発行に関する事業報告 

【事務局】 
代議員総会議案書の発行（年 1 回） 

 
 【学術部】 
学術誌：「作業療法鹿児島」第 31 巻 第 1 号の発行 
巻頭言 「評価なくして介入なし」を胸に 
    鹿児島大学病院 豊栄 峻氏 

       特集テーマ 鹿児島における作業療法の可能性 
     記事 1：司法領域の作業療法 
       ‐心神喪失者等医療観察法における指定入院医療機関での取り組み‐    
        鹿児島県立姶良病院 リハビリテーション部 橘薗 佑真氏  
     記事 2：産業領域からみる作業療法の可能性 
         Mellow Amami 合同会社 平城 修吾氏 

     記事 3：透析領域における作業療法士の取り組み 
         医療法人青仁会 池田病院 血液浄化センター リハビリテーション  

        上谷 耕平氏 

     記事 4：地域と暮らしをつなぐ作業療法士の挑戦 
         枕崎市議会議員 辻本 貴志氏 

     研究論文：精神科認知症治療病棟の認知障害高齢者に対する 
     パーソン・センタード・ケアの実践 
     ‐カンファレンスを通した介入認識の変化と 
     多職種と連携した専従作業療法士の役割‐ 
     公益財団法人慈愛会 谷山病院 中山 陽平氏 
実践報告：精神科受診した不登校児のはじめの一歩 
     ‐人とのつながりを拒むこどもに気づかされた作業療法の可能性‐ 
     医療法人敬愛会 玉里病院 有馬 雄太郎氏 
実践報告：認知機能障害事例への MTDLP 導入 
     周辺症状の改善と家事動作の再獲得へ 
     医療法人松城会 隼人温泉病院 大津 泰寛氏 
実践報告：VR が育てる多職種連携に対する学生の見識の変化 
     学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 作業療法学科 
     四元 祐子氏 



実践報告：認知症患者に対し生活行為向上マネジメントを活用することで 
     生活行為の障害・活動性が改善された事例 
     医療法人松城会 隼人温泉病院 中西 撤矢氏 
実践報告：当院における自助具作製の実績と傾向 
     ‐リウマチ性疾患を中心に‐ 
     鹿児島赤十字病院 松元 義彦氏 

3．作業療法の普及指導に関する事業報告 

【事務局】 
作業療法推進活動 

 
【企画部】 
 ＜パラ e スポーツチーム＞ 
令和 6 年 9 月 8 日 
第 33 回 鹿児島県作業療法学会 ブース出展 参加者：30 名 
令和 6 年 10 月 6 日 
ゲーミングフェス西之表 ブース出展 体験者：37 名 

 
【広報部】 
・作業療法広報活動  
令和 6 年 10 月 26 日『第 41 回鹿児島市市民健康まつり』 
会場：宝山ホール 
令和 7 年 2 月 2 日『第 18 回霧島市市民健康福祉まつり』 
会場：国分ハウジングホール 

 
・ホームページ・LINE＠の管理と運営（随時） 

 
 
 
 

4．作業療法の教育機関に協力し教育向上に資する事業報告 
≪日本作業療法士協会生涯教育システム制度≫ 

【教育部】 
現職者選択研修の開催（発達障害領域） 
研修会：令和 6 年 12 月 1 日（日）開催 
『発達障害児の保護者支援について』 
講師：玉里大学 医療衛生学部リハビリテーション学科作業療法専攻 教授 
   高橋 香代子氏 
『子どもに応じた感覚統合療法』 
講師：NPO 法人なごみの杜 土田 玲子氏      
『ASD、ADHD、DCD の各特性をもつ子への対応について』 
講師：東京家政大学 健康科学部リハビリテーション学科 
   教授 東恩納 拓也氏 
『学校支援に対する作業療法』 
講師：こども相談支援センターゆいまわる 代表取締役 仲閏 知穂氏 
会場：個別 Web 配信 
参加参加者：61 名（うちスタッフ 4 名） 
 
現職者選択研修の開催（生活行為向上マネジメント基礎研修） 
研修会：令和 6 年 10 月 13 日（日）開催 



『令和 6 年度 生活行為向上マネジメント基礎研修』 
講師：小規模多機能ホームひおきの丘 安藤 健司氏 
ファシリテーター：医療法人厚生会 小原病院 橋口 大毅氏 
         介護老人保健施設サンセリテのがた 山口 翔平氏 
会場：学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 平川キャンパス 
（サテライト会場）医療法人青仁会 池田病院 
         デイサービスセンターリハシップ あい 隈之城 
参加者：27 名 
 
現職者共通研修の開催 
研修会：令和 6 年 7 月 12 日（金）開催 
令和 6 年度 第 1 回現職者共通研修 
『作業療法生涯教育概論』 
講師：笹貫訪問看護ステーション愛の街 黒木 貴博氏 
会場：個別 Web 配信 
参加者：会員 26 名 
 
研修会：令和 6 年 8 月 4 日（日）開催 
令和 6 年度 第 2 回現職者共通研修  
『職業倫理』 
講師：鹿児島第一医療リハビリ専門学校 植村 健一氏 
参加者：会員 38 名 
『作業療法の可能性』 
講師：鹿児島第一医療リハビリ専門学校 橋口 信洋氏 
参加者：会員 45 名 
会場：個別 Web 配信 
 
研修会：令和 6 年 11 月 17 日（日）開催 

    令和 6 年度 第 3 回現職者共通研修  
『実践のための作業療法研究』 
講師：伊敷病院 新川 正二氏 
参加者：会員 33 名（うちスタッフ 3 名） 
『日本と世界の作業療法の動向』 
講師：医療法人徳洲会 大隅鹿屋病院 奥山 貴之氏 
参加者：会員 30 名（うちスタッフ 1 名） 
会場：個別 Web 配信 
 
研修会：令和 7 年 1 月 28 日（火）開催 
  令和 6 年度 第 4 回現職者共通研修 
『事例検討・事例報告会』 
ファシリテーター：鹿児島第一医療リハビリ専門学校 橋口 信洋氏 
          伊敷病院 新川 正二氏 
参加者：会員 31 名（うちスタッフ 2 名） 
会場：個別 Web 配信 
 

【学術部】 
ビデオライブラリーの運用（Web 運用） 
M3.com 鹿児島県作業療法学会ホームページ配信 
 

5．作業療法の社会的地位の向上に関する事業報告 
【事務局】 



  定款の見直し作業 
 

6．関係団体との相互扶助に関する事業報告 
【事務局】 
2024 年度 第 1 回日本作業療法士協会長・都道府県士会長会議：吉満 孝二会長  
田中 有貴事務局長 出席 
令和 6 年 7 月 6 日（土） Web 会議 

 
   2024 年度 第 2 回日本作業療法士協会長・都道府県士会長会議：吉満 孝二会長 
   田中 有貴事務局長 出席 

令和 6 年 9 月 21 日（土）・22 日（日）ハイブリッド会議（TKP ガーデンシティ 

PREMIUM 東京駅日本橋ホール 6C、Web 会議） 
    

    2024 年度 第 3 回日本作業療法士協会長・都道府県士会長会議：吉満 孝二会長 
     田中 有貴事務局長 出席 

令和 6 年 11 月 23 日（土）Web 会議 
    
       日本作業療法士協会主催 令和 6 年度 第 1 回 MTDLP 全国推進会議：安藤 健司氏 

    柿迫 直樹氏 出席 
    令和 6 年 8 月 8 日（木）Web 会議 
 
    日本作業療法士協会主催 令和 6 年度 第 2 回 MTDLP 全国推進会議：橋口 大毅氏 
     柿迫 直樹氏 出席      
    令和 6 年 12 月 9 日（月）Web 会議 
 
    日本作業療法士協会主催 令和 6 年度 第 3 回 MTDLP 全国推進会議：橋口 大毅氏 
    山口 翔平氏 出席      
    令和 7 年 3 月 13 日（木）Web 会議 
 
    日本作業療法士協会主催 令和 6 年度 生涯教育制度推進委員会：向江 理志理事 
    出席 
    令和 7 年 1 月 11 日（土）・12 日（日）TKP 品川カンファレンスセンターANNEX 
 
    日本作業療法士協会主催 令和 6年度 第 1回地域事業支援会議：吉満 孝二会長 

    藤田 賢太朗副会長 橋口 信洋理事 向江 理志理事 出席 

    令和 6 年 7 月 20 日（土）Web 会議 
   
    日本作業療法士協会主催 令和 6 年度 第 2 回地域事業支援会議：壽 三佐子理事 
    池田 大氏 出席 
    令和 6 年 10 月 5 日（土）・6 日（日）Web 会議 
 
    2024 年度 第 1 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：川越 健吾氏 出席 
    令和 6 年 4 月 25 日（木）Web 会議 
 
    2024 年度 第 2 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：川越 健吾氏 出席 
    令和 6 年 5 月 22 日（水）Web 会議 
 
    2024 年度 第 3 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：川越 健吾氏 出席 
    令和 6 年 6 月 26 日（水）Web 会議 
  
   2024 年度 第４回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：川越 健吾氏 出席 



    令和 6 年 8 月 28 日（水）Web 会議 
 
    2024 年度 第 5 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：川越 健吾氏 出席 
    令和 6 年 9 月 26 日（木）Web 会議 
         
    2024 年度 第 7 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：黒木 貴博理事 出席 
    令和 6 年 10 月 8 日（火）Web 会議 
 
    2024 年度 第 8 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：黒木 貴博理事 出席 
    令和 6 年 10 月 31 日（木）Web 会議 
 
    2024 年度 第 9 回 日本作業療法士協会 組織率対策委員会：黒木 貴博理事 出席 
    令和 6 年 11 月 21 日（木）Web 会議 
 
     令和 6 年度 第 1 回九州作業療法士会長会議：吉満 孝二会長 出席 
       令和 6 年 6 月 13 日（木）Web 会議 
 

  令和 6 年度 第 2 回九州作業療法士会長会議：吉満 孝二会長 藤田 賢太郎副会長 
  福永 一喜副会長 出席 

      令和 6 年 11 月 20 日（水）Web 会議 
 

  令和 6 年度 第 3 回九州作業療法士会長会議：吉満 孝二会長 出席 
      令和 7 年 2 月 15 日（土）出島メッセ長崎 
 
    令和 6 年度 九州作業療法士会長会 事務局連携会議：田中 有貴事務局長 出席 
     令和 7 年 2 月 15 日（土）出島メッセ長崎 
 
    令和 6 年度 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会 理事会： 

吉満 孝二会長 安藤 千恵監事 竹田 寛前会長 堀木 周作前副会長 出席 
令和 6 年 5 月 29 日（水）Web 会議 

 
令和 6 年度 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会代議員総会： 
吉満 孝二会長 藤田 賢太郎副会長 福永 一喜副会長 西 綾副会長 
田中 有貴事務局長 安藤 千恵監事 平嶋 佑太郎監事 竹田 寛前会長 出席 
令和 6 年 6 月 27 日（水）Web 会議 

 
令和 6 年度 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会  理事会： 
吉満 孝二会長 竹田寛前会長 出席 
令和 6 年 11 月 19 日（火）Web 会議 

 
    令和 6 年度 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会 理事会： 

吉満 孝二会長 出席 

令和 7 年 3 月 31 日（月）Web 会議 
 
    令和 6 年度 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会 

推進リーダー研修会企画会議：橋口 信洋理事 出席  
     令和 6 年 7 月 14 日（日）Web 会議 
 
    令和 6 年度 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会 

推進リーダー研修会企画会議：橋口 信洋理事 出席 
令和 7 年 1 月 9 日（木）Web 会議 

 



    令和 6 年度 第 1 回鹿児島市地域リハビリテーション活動支援事業 意見交換会： 
    藤田 賢太郎副会長 出席 
    令和 6 年 7 月 1 日（月） 
 

令和 6 年度 第 2 回鹿児島市地域リハビリテーション活動支援事業 意見交換会： 
    藤田 賢太郎副会長 出席 
    令和 7 年 3 月 11 日（火） 
 
   鹿児島県災害リハビリテーション推進協議会役員会：福永 一喜副会長 

 川越 健吾氏 出席 
    令和 6 年 6 月 9 日（金）Web 会議 
     
    鹿児島 JRAT 事務局会議：藤田 賢太郎副会長 西 綾副会長 西薗 政博氏 出席 
    令和 6 年 9 月 30 日（月）Web 会議 
 
    日本作業療法士協会災害対策担当者情報交換会：藤田 賢太郎副会長 
    西薗 政博氏 出席 
    令和 6 年 10 月 26 日（土） 
 
    令和 6 年度 桜島火山爆発総合防災訓練：西薗 政博氏 出席 

    令和 7 年 1 月 11 日（土） 
 
    令和 6 年度 鹿児島市における災害時の協力協定団体等意見交換会： 
    藤田 賢太郎副会長 出席 
    令和 7 年 2 月 19 日（水） 
 
    都道府県作業療法士会「倫理問題担当窓口」の見直しに関する意見交換会： 
    藤田 賢太郎副会長 西 綾副会長 
    令和 7 年 3 月 11 日（火）Web 開催 
 
   令和 6 年度 第 1 回原田学園学校関係者評価委員会および教育課程編成委員会： 

吉満 孝二会長 湯脇 稔氏 出席 
       令和 6 年 7 月 13 日（土） 
 

  令和 6 年度 第 2 回原田学園学校関係者評価委員会および教育課程編成委員会： 
吉満 孝二会長 湯脇 稔氏 出席 

   令和 7 年 2 月 21 日（金）Web 開催      
     
    鹿児島県高次脳機能研究会世話人会：吉満 孝二会長 出席 
    令和 6 年 4 月 26 日（金）鹿児島大学鶴陵会館 
 
    鹿児島リハビリテーション医学研究会世話人会：吉満 孝二会長 出席 
    令和 7 年 3 月 1 日（土）鹿児島大学鶴陵会館 
 
    令和 6 年度 肝属圏域地域リハビリテーション連絡協議会：住吉 賢一理事 出席 
    令和 7 年 2 月 10 日（月）池田病院 
 

鹿児島県医療推進協議会：吉満 孝二会長 藤田 賢太郎副会長 出席 
令和 6 年 12 月 14 日（木）鹿児島県医師会館 

    

    令和 6 年度 運転と地域移動に関する都道府県士会協力者会議：黒木 一気氏 

    大原 玲奈氏 下薗 涼平氏 福岡 直幸氏 馬見新 剛生氏 現地出席 



    酒井 宣政理事 Web 出席 

令和 6 年 11 月 7 日（木）対面と Web のハイブリッド会議 
 
 

令和 6 年度 鹿児島市自立支援協議会第 1 回精神保健福祉部会：柳田 信彦理事 出席 
令和 6 年 10 月 30 日（水）鹿児島市役所 別館 3 階 300 会議室 

 
令和 6 年度 鹿児島市自立支援協議会第 2 回精神保健福祉部会：柳田 信彦理事 出席 
令和 7 年 1 月 22 日（水）鹿児島市精神保健福祉センター（はーと・ぱーく） 
 
令和 6 年度 鹿児島市自立支援協議会第 3 回精神保健福祉部会：柳田 信彦理事 出席 
令和 7 年 3 月 19 日（水）鹿児島市精神保健福祉センター（はーと・ぱーく） 
 

    令和 6 年度 第 1 回介護実習普及センター運営協議会：西 綾副会長 出席 
    令和 7 年 3 月 12 日（水）かごしま県民交流センター 
 

    後援依頼 

 

・一緒に考え行動しよう再発見される言葉たち第 1 回 日伊大会 

      令和 6 年 4 月 4 日（木）・5 日（金）・6 日（土） 
依頼：ラグーナ出版 
 

・薬物乱用防止シンポジウム 
      令和 6 年 10 月 2 日（水） 
      依頼：鹿児島県保険福祉部薬務課麻薬係 
 

・快護生活フェス！福祉機器展＆セミナーin かごしま 
  令和 6 年 10 月 4 日（金）・5 日（土） 

      依頼：カクイックスウイング 
 
         ・がんと治療を支えるエッセンス～栄養とスキンケア～ 
      令和 6 年 10 月 6 日（日） 
      依頼：鹿児島大学病院腫瘍センター 
 
    ・第 37 回鹿児島リハビリテーション医学研究会 
      令和 7 年 3 月 1 日（土） 
      依頼：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテーション医学 
 
         ・第 14 回呼吸療法セミナー 
      令和 7 年 3 月 22 日（土） 
      依頼：南九州 ME 研究会 
 
        ・第 40 回鹿児島高次脳機能研究会 

 令和 7 年 4 月 18 日（金） 
      依頼：鹿児島大学脳神経外科鹿児島高次脳機能研究会 
 
    鹿児島県介護実習普及センター・鹿児島県作業療法士協会連携事業 
   【渉外部】  

     令和 6 年 7 月 25 日（木） 
     『介護職基礎研修 D 身体や腰に負担をかけない起居・移乗・移動の介助方法』 
     講師：田之上 友彦氏 
     会場：カクイックス交流センター 



 
令和 6 年 8 月 1 日（木） 
『やさしい介護教室 C これは助かる! 福祉用具の選び方・使い方』 

     講師：橋口 信洋氏 
     会場：カクイックス交流センター 
 

令和 6 年 8 月 7 日（水） 
   『学校共済組合鹿児島支部介護講座【A コース】福祉用具の種類と選び方、 
   安全な使い方』 

     講師：湯脇 稔氏 
     会場：カクイックス交流センター 
 
     令和 6 年 10 月 17 日（木） 

『介護職基礎研修 C 福祉用具の選び方・使い方・安全確認トレーニング』 
     講師：中川 朋子氏 
     会場：カクイックス交流センター 

 
    令和 6 年 10 月 18 日（金） 
   『介護職基礎研修 D 身体や腰に負担をかけない起居・移乗・移動の介助方法』 

     講師：田之上 友彦氏 
     会場：カクイックス交流センター 
 
    令和 6 年 10 月 31 日（木） 
   『やさしい介護教室 C これは助かる! 福祉用具の選び方』 

     講師：橋口 信洋氏 
     会場：カクイックス交流センター 

 

 一般社団法人 鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会 
研修会：令和 6 年 10 月 5 日（土） 

     令和 6 年度 介護予防推進リーダー研修会 
     『総合事業、地域づくりによる介護予防事業、地域リハ活動支援事業』 
     講師：鹿児島県理学療法士協会 平名 章二氏 
     『地域づくりによる介護予防論 ～住民運営の「通いの場」～』 

講師：鹿児島県理学療法士協会 小牧 隼人氏 
     『介護予防事業における理学療法士の専門性と実際、運営上の工夫』 

講師：鹿児島県理学療法士協会 小牧 隼人氏 
  『介護予防事業における作業療法士の専門性と実際、運営上の工夫』 

     講師：鹿児島県作業療法士協会 住吉 賢一氏 
     『介護予防事業における言語聴覚士の専門性と実際、運営上の工夫』 
     講師：鹿児島県言語聴覚士会 松尾 康弘氏 
     『介護予防事業に関係する行政・計画・関係団体』 
     講師：鹿児島県作業療法士協会 井上 勇人氏 
     会場：個別 Web 配信 

 
     研修会：令和 6 年 10 月 6 日（日） 
     地域ケア会議推進リーダー研修会 

『地域包括ケアシステムについて』 
     講師：鹿児島県理学療法士協会 平名 章二氏 
     『地域ケア会議とは』 
     講師：鹿児島県言語聴覚士協会 樋渡 健太朗氏 

『地域ケア会議に求められる専門職の役割（総論）』 



    講師：鹿児島県理学療法士協会 有村 宣彦氏 
     『リハ専門職の役割 理学療法士』 

講師：鹿児島県理学療法士協会 有村 宣彦氏 
『リハ専門職の役割 作業療法士』 
講師：鹿児島県作業療法士協会 福永 一喜氏 
『リハ専門職の役割 言語聴覚士』 
講師：鹿児島県言語聴覚士会 原口 友子氏 

     『地域ケア会議の心構えと実際』 
     講師：鹿児島県作業療法士協会 橋口 信洋氏 
     『模擬演習（グループワーク）』 
     講師：鹿児島県作業療法士協会 福永 一喜氏、橋口 信洋氏 
        鹿児島県理学療法士協会 岩森 俊氏、川崎 和也氏 
        鹿児島県言語聴覚士会 石原 禎人氏、樋渡 健太朗氏 
     会場：個別 Web 配信 

 
研修会：令和 6 年 11 月 30 日（土） 

     令和 6 年度 訪問リハビリテーション研修会（入門編） 
     『訪問リハビリテーション導入における諸制度の理解』 
     講師：平和会クリニック 理学療法士 戸田 博之氏 
     『在宅医療・介護のリスク管理の考え方』 
     講師：平和会クリニック 医師 久松 憲明氏 
     『訪問リハでの ADL・IADL』 
     講師：合同会社 Ridicolo. 作業療法士 田之上 友彦氏 
     『情報伝達、コミュニケーションについて』 
     講師：介護老人保健施設クオリエ ソーシャルワーカー 廣野 拓氏 

  『訪問リハでの言語聴覚療法』 
     講師：平和会訪問看護ステーション紫原 言語聴覚士 太田 和彦氏 
     『訪問リハでの基本動作』 
     講師：いづろ今村病院 理学療法士 土井 敦氏 
     会場：個別 Web 配信 
 

地域ケア会議・介護予防推進リーダーステップアップ研修 
研修会：令和 7 年 1 月 25 日（土） 

    『市町村における高齢者施策委員としての活躍について 』 
     講師：鹿児島第一医療リハビリ専門学校 理学療法学科 神田 勝利氏 
    『行政の立場からのリハ職種の視点』 

     講師：合同会社 Smile Life 理学療法士 中村 大輔氏 
     会場：個別 Web 配信 

 
7．その他本会の目的を達成するために必要な事業報告 
【事務局】 

鹿児島県作業療法士協会代議員総会開催 Web 会議開催 
 
理事会開催（年 12 回）Web 会議開催 
 
三役会開催 
 

   倫理問題事例に対する窓口業務 
 
傷害保険（作業療法士会の事業に関する保険）への加入 



親睦事業の企画と実施 
 
代議員意見交換会による意見集約 
 
会費徴収と管理 納入 1045 名、未納による退会者 51 名 

 

令和 6 年度財務関連報告                

1. 令和 6 年度予算について収支管理と決算時の財務処理を会計事務所に委託して実

施した。 
決算は、令和 6 年度収入が合計 10,878,731 円 
支出は、12,676,143 円で次期繰越額が 21,716,418 円となった。 

2. 各部局支部会計担当者と会計事務所および事務局事務員との連携、また会計事務

所への業務委託により適正な会計方式の徹底を図った。 
3. 会費徴収案内等により会費徴収の徹底・促進を図った。 

 
 
第 2 号議案 令和 6 年度決算報告書・監事意見書 

議案書末頁に資料添付してあります。 

 
  



第 3 号議案 令和 7 年度事業計画案 

1．基本的な考え方 

今年度は学会や研修会の開催、刊行物の発行、普及指導、教育機関との協力、社会的地

位の向上、関係団体との提携交流、および目的達成に必要な運営業務を通して、学会や

研修会の開催、刊行物の発行、普及指導、教育機関との協力、社会的地位の向上、関係

団体との提携交流、および目的達成に必要な運営業務を行う。 

 

2．会員に対して 

1）研修会、学会の充実 

主に専門職としての知識・技術向上と情報提供に焦点を当て、従来の座学中心の研修会

から実技を織り交ぜた実習形式の研修会を展開する。 

 

学会・研修会・講習会の開催: 

 第 34 回鹿児島県作業療法学会が令和 7 年 10 月 12 日（日）に伊佐市文化会館で開催

する。その他、研究法研修会、脳卒中リハビリテーション研修会など、専門性の高い研

修が計画されている。 

 教育部主催の令和 7 年度教育研修（内部疾患について）や、事業部主催の認知症 OT
ネットワーク研修会 、発達支援 K-OT チーム研修会（5 歳児検診について）、成人発達

支援研修（就労移行支援） 、精神障害者自立支援検討チーム研修など、特定の分野に

特化した研修を開催する。 

 その他にも、企画部主催の自動車運転再開作業療法検討講習会や九州運転支援チーム

研修 、渉外部主催の地域リハビリテーション推進研修会 、福利部主催のワークライフ

バランス関連研修会 、保健福祉局主催の災害リハビリテーション研修会など、バラエ

ティに富んだ幅広いテーマの研修機会を提供する。 

 生涯教育では年度内に全 10 テーマ受講できるよう岩手県、沖縄県士会と連携し、日

本作業療法士協会生涯教育システム制度に基づく現職者共通研修、現職者選択研修（精

神障害分野）、必須研修（生活行為向上マネジメント基礎研修）の開催を予定している。 

 

情報提供：HP や LINE@を通じて、会員向けの情報発信を随時行う。 

 

学術誌：『作業療法鹿児島』の発行を通じて、会員の研究成果や実践報告を県内外の作

業療法士と共有する。 

 

学習支援：ビデオライブラリーを Web にて運用する。 

 

2）講師登録制度の本格運用 

会員の方々から基礎研修修了資格や認定・専門作業療法士の資格を取得してもメリット

がないという声をいただく。研修受講のメリットに加え、資格取得後のメリットを創出

すべく、今年度も本協会主催の研修会はもちろん、ホームページを通じて他団体、医

療・介護施設に講師を紹介するとともに、広く講演コンテンツを販売する。 

 
3．県民に対して 

1）普及指導活動： 

作業療法の広報活動として、令和 7 年 10 月の第 41 回鹿児島市市民健康まつり（学会 

開催日と重なるため調整中）、令和 8 年 2 月の第 19 回霧島市市民健康福祉まつりへの出

展を予定している。関連してホームページや LINE@の管理・運営を通じて、広く情報

発信する。 



2）公開講座： 

事業部主催で、認知症に関する公開講座が計画されている。令和 7 年 6 月 14 日(土) 

に「認知症とともに‐私らしい暮らしを考える‐」（講師：山中しのぶ氏）、令和 8 年 2
月 7 日(土)に「認知症アップデート研修」（講師：小川敬之氏）を開催する。 

 

3）関係団体との連携： 

障害程度区分認定審査会委員や介護保険認定審査会委員の推薦（任期制）を行った。社

会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会のテーマ別介護講座へ講師を派遣する。また、福祉

用具相談支援システム構築のためのモデル事業へも派遣する。加えて、事業部による生

協コープかごしまへ講師派遣も行う。 
 
4）県が推進する「健康かごしま 21」への積極的関与： 

「健康かごしま 21」は，健康増進法第 8条の規定に基づく，県民の健康増進の推進に関

する施策についての基本的な計画（健康増進計画）である。本協会ならびに会員は地域

にて二次予防、医療機関・介護施設にて三次予防ですでに活躍しているが、今年度も引

き続き鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士（POS）連絡協議会と連携しつつ

作業療法士の更なる領域を目指して戦略的に一次予防（健康づくり）に関与していく。 

 

   5）鹿児島県や他県で発生する災害への対策： 

    従来から災害に備え、会員や県民の生命、健康、財産を守るために、鹿児島県、鹿児島

市、鹿児島県災害リハビリテーション推進協議会（JRAT）等との連携を進め、各種会

議/研修会に参加し、災害派遣に関与していく。 

 

4．その他 

1）作業療法の啓発・広報活動 

鹿児島市、霧島市の健康まつりへブースを出し、地域住民、中学生、高校生に作業療法

に関する啓発・広報を実施する。上記「県民に対して」の項で触れた、市民健康まつり

への出展や、ホームページ・LINE@の管理と運営を行う。 

 

2）養成校学生のための卒前研修会の開催 

養成校連絡協議会班により「養成校学生向け研修会」を令和 7 年 9 月 27 日(土)にカク

イックス交流センターで開催する。これによって将来作業療法士を目指す学生へ希望を

示しつつ、県協会活動に対しても関心を持たせる機会としたい。 

 
3）県社会福祉協議会（介護実習普及センター）との連携 

他職種や県民向けの実技講習会への協力を行う。  

 

4）医療専門職に加え、介護専門職、関連職種との連携強化 

渉外部主催の地域リハビリテーション推進研修会では、地域包括ケアシステムにおける

多職種との連携について学ぶ。また IKOT と共同開催を検討している生活行為向上マネ

ジメント事例検討会や、九州各県士会との連携・共同活動への参画も、関係団体との連

携強化の一環と考えている。 

 

5）障がい者の方々への運転再開支援 

企画部主催の自動車運転再開作業療法検討委員会関連の講習会が計画されている。これ

は鹿児島県士会発案で九州運転支援チーム研修として実施する。 

 

 

 



6）e スポーツの推進 

企画部主催のパラ e スポーツチームの活動として、各種イベントでのパラ e スポーツ体

験ブース出展が3回計画されている。具体的には、第34回鹿児島県作業療法士学会（伊

佐市文化会館）、第 3 回西之表市ゲーミングフェス（西之表市民会館）、第 19 回霧島市

健康福祉まつり（国分ハウジングホール）での出展を予定している。 

 

7）IKOT 協議会の推進 

関係団体との提携交流に関する事業として、岩手・沖縄・鹿児島県士会による IKOT 交

流会や IKOT 協議会を複数回開催する。また、教育部主催の生活行為向上マネジメント

研修会・現職者共通研修において IKOT 協議会で研修会乗り合いを行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度事業内容別計画案 
 

1. 作業療法の学会、研修会、講習会等の開催に関する事業 
2. 作業療法の刊行物の発行に関する事業 
3. 作業療法の普及指導に関する事業 
4. 作業療法の教育機関に協力し教育の向上に関する事業 
5. 作業療法の社会的地位の向上に関する事項 
6. 関係団体との相互扶助に関する事業 
7. その他本会の目的達成のために必要な事業 

 
1．作業療法の学会、研修会、講習会等の開催に関する事業  
【学術部】 
第 34 回鹿児島県作業療法学会 
開催日：令和 7 年 10 月 12 日（日） 

テーマ：地域に輝く挑戦者たち ～ 作業療法の未来へ ～ 

学会長：前畑 竜郎 氏（就労継続支援 B 型事業所 工房あけぼの） 
会場：伊佐市文化会館  
内容：学会長企画公演 
   テーマ『未定』 パラカヌーの選手・コーディネーターを招聘予定 
   座長：前畑 竜郎 氏    
 

シンポジウム：（仮）多様性 OT シンポジウム 
講師：未定 

 

演題発表：口述発表 10 演題・ポスター発表 10 演題 

 
研究法研修会（1 回） 

開催日：未定 

令和 7 年度 第 1 回研究法研修会 
講師：未定 
会場：対面・個別 Web 配信のハイブリッド研修 

  
脳卒中リハビリテーション研修会（2 回） 



    開催日：未定 

    第 1 回鹿児島脳卒中勉強会      
    講師：未定 
    会場：未定 
 

開催日：未定 

    第 2 回鹿児島脳卒中勉強会 
    講師：未定 
    会場：未定 

 
【教育部】 
令和 7 年度教育研修 
開催日：令和 8 年 1 月 11 日（日） 

『内部疾患について』 

講師：未定 
会場：個別 web 配信 
 
 
生活行為向上マネジメント研修会 
IKOT 協議会（岩手、沖縄、鹿児島県士会）での合同開催を予定 
開催日：令和 8 年 3 月 15 日（日） ※変更可能性あり 

『令和 7 年度 第 1 回 生活行為向上マネジメント（MTDLP）事例検討会』 
講師：未定  
会場：未定 
 
【事業部】 
認知症 OT ネットワーク研修会 
開催日：令和 7 年 6 月 14 日（土） 
公開講座 テーマ：『認知症とともに－私らしい暮らしを考える－』 
講師：高知家希望大使（高知県認知症本人大使） 
   一般社団法人セカンド・ストーリー代表理事 山中 しのぶ氏 
会場：宝山ホール第 3 会議室・個別 web 配信 
 
開催日：令和 8 年 2 月 7 日（土） 
テーマ：『認知症アップデート研修』 
講師：京都橘大学 健康科学部 作業療法学科 学科長 教授 小川 敬之氏 
会場：個別 web 配信 
 
発達支援 K‐OT チーム研修会（3 回） 
開催日：令和 7 年 7 月 20 日（日） 
テーマ：『カリキュラムマップ研修会④』 

講師：未定 
会場：ハイブリッド開催 
 
開催日：令和 7 年 10 月 19 日（日） 
テーマ：『5 歳児健診研修会』 

講師：未定 
会場：ハイブリッド開催 
 
開催日：令和 8 年 3 月上旬予定 2 日間予定 

テーマ：日本 OT 協会主催「学校を理解して支援ができる OT 育成研修会『実践編』  



    県士会共催 

講師：未定 
会場：ハイブリッド開催 
 
成人発達支援研修 
開催日：令和 7 年 12 月 13 日（土） 
テーマ：『就労移行支援について』 

講師：一般社団法人 Re.goshiki 代表理事 大瀬 茂生氏 

会場：対面予定 
 
精神障害者自立支援検討チーム研修 
開催日：令和 7 年 11 月 22 日（土） 
テーマ：『精神科作業療法士を取り巻くアウトリーチの現状と課題』 

講師：未定 
会場：ハイブリッド開催予定 
 
 

 
【総務部】 
養成校連絡協議会班 
開催日：令和 7 年 9 月 27 日（土） 
テーマ：『養成校 学生向け研修会』 

講師：東京湾岸リハビリテーション病院 院長 近藤 国嗣氏 
会場：カクイックス交流センター 大研修室 
 

【企画部】 
パラ e スポーツチーム 
パラ e スポーツ体験ブース出展 3 回 

          令和 7 年 10 月 12 日（日） 
『第 34 回鹿児島県作業療法士学会体験ブース』 

会場：伊佐市文化会館 
 

      令和 7 年 11 月 2 日（日） 
『第 3 回西之表市ゲーミングフェス体験ブース』 
会場：西之表市民会館 
 

     令和 8 年 2 月中 
『第 19 回霧島市健康福祉まつりパラ e 体験ブース』 
会場：国分ハウジングホール 
 
自動車運転再開作業療法検討班 
開催日：令和 7 年 6 月 7 日（土） 
『令和 7 年度 第 1 回自動車運転再開作業療法検討講習会』 
講師：JA 長野厚生連長野松代総合病院 リハビリテーション部 小渕 浩平氏 
会場：個別 Web 配信 

 
開催日：令和 7 年 9 月 20 日（土） 
『九州運転支援チーム研修』 九州作業療法士会長会 主催研修 
講師：未定 
会場：個別 Web 配信 
 



   【渉外部】 
地域人材活用委員会 
開催日：令和 7 年 6 月 6 日（金） 
『地域リハビリテーション推進研修会』 
地域包括ケアシステムにおける作業療法ならではの視点 ‐支援方法・多職種との 
連携・地域資源の活用方法について‐ 
講師：鹿児島医療技術専門学校 藤田 賢太郎氏 
会場：個別 web 配信 

 
【福利部】 
ワークライフバランス委員会 
開催日：令和 7 年 6 月 24 日（火） 
『ワークライフバランス推進のために職場でできる取り組みのヒント』 
講師：未定 
会場：個別 Web 配信 
 
 
 
開催日：令和 7 年 11 月 16 日（日） 
『即役立つ料理術』 
講師：未定 
会場：対面・個別 Web 配信のハイブリッド開催 
開催日：令和 8 年 1 月 27 日（火） 
『マネジメント研修会』 
講師：未定 
会場：個別 Web 配信 
 

【保健福祉局】 
災害対策委員会 
開催日：令和 7 年 10 月 17 日（金） 
『災害リハビリテーション研修会』 

講師：西薗 政博氏 
会場：個別 Web 配信 
 

2．作業療法の刊行物の発行に関する事業 
【事務局】 
・会員向け情報の発信 
・代議員総会議案書の電子的掲示及び提供（年 1 回） 
 
【学術部】 
・学術誌『作業療法鹿児島』32 巻の発行 
 

3．作業療法の普及指導に関する事業 
【事務局】 
・県協会オリエンテーション（5 月） 
 

【広報部】 
・作業療法広報活動 
令和 7 年 10 月『第 41 回鹿児島市市民健康まつり』会場：鹿児島市医師会館  
令和 8 年 2 月『第 19 回霧島市市民健康福祉まつり』会場：国分ハウジングホール 



・ホームページ・LINE@の管理と運営（随時） 
 

4．作業療法の教育機関に協力し教育の向上に関する事業 
【教育部】 
日本作業療法士協会生涯教育システム制度 
・現職者共通研修（7 回） ※4 月 21 日現在 IKOT 協議会にて運営調整中 
 

令和 7 年 4 月 25 日（金）開催 
『作業療法の可能性』 会場：個別 Web 配信 
 
令和 7 年 7 月 25 日（金）開催  
『作業療法生涯教育概論』 会場：個別 Web 配信 
 
令和 7 年 8 月 24 日（日）開催 
『職業倫理』『保健医療福祉と地域支援』会場：個別 Web 配信 
 
令和 7 年 9 月 19 日（金）開催 
『作業療法における協業・後輩育成』 会場：個別 Web 配信 
令和 7 年 11 月 23 日（日）開催 
『実践のための作業療法研究』『日本と世界の作業療法の動向』 

会場：個別 Web 配信 
 
令和 8 年 1 月 23 日（金）開催 
『事例検討と事例研究』 会場：個別 Web 配信 
 
令和 8 年 2 月 20 日（金）開催 
『事例検討会（事例報告・事例検討）』 会場：個別 Web 配信 
 

・現職者選択研修 『精神障害分野』 
開催日：令和 7 年 12 月 14 日（日） 会場：個別 Web 配信 
 

・現職者選択研修 必須研修『生活行為向上マネジメント基礎研修』 
開催日：令和 7 年 9 月 28 日（日） 会場：個別 Web 配信 

 

・ SIG 認定事業 
 

【総務部】 
養成校連絡協議会 
開催日：令和 7 年 11 月 29 日（土）・30 日（日） 
『厚生労働省指定 令和 7 年度 鹿児島県臨床実習指導者研修会』 
会場：個別 Web 配信 
 

【学術部】 
ビデオライブラリー（Web にて運用） 

 
5．作業療法の社会的地位の向上に関する事項 

【事務局】 
定款の見直し作業 

    
6．関係団体との提携交流に関する事業 



【事務局】 
・日本作業療法士協会生涯教育制度推進委員会会議への派遣 
・九州作業療法士会長会主催合同研修会 リーダー養成講習会への派遣 
・九州各県作業療法士会との連携ならびに共同活動への参画 
・障害者自立支援法に基づく、障害支援区分認定審査会委員の推薦 
・介護保険法に基づく、介護保険認定審査会委員の推薦 
・福祉用具相談支援システム構築の為のモデル事業への派遣 
・社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会のテーマ別介護講座の講師派遣 
・当事者団体・関係団体後援協力 
・介護実習普及センター連携事業 講師派遣 
 

【事業部】    
 ・コープ講師（認知症ネットワーク事業）派遣 

 
【IKOT 協議会】 

    ・令和 7 年度 IKOT 交流会（5 月 21 日第 20 回沖縄県作業療法学会にてハイブリッド開

催） 
    ・第 1 回 IKOT 協議会（令和 7 年 6 月開催予定） 

・第 2 回 IKOT 協議会（令和 7 年 9 月開催予定） 
・第 3 回 IKOT 協議会（令和 8 年 1 月開催予定） 
 

7．その他本会の目的達成のために必要な事業 
【事務局】 
・会員への案内と連絡 
・会員基本データ管理システムの運営 
・生涯教育受講者データベースの作成と運用 
・会議運営 
・代議員総会および意見交換会の開催（年 1 回） 
・理事会開催（年 12 回） 
・三役会開催（年 3 回） 
・各部会の開催 
・会計収支管理 委託業者との連絡ならびに調整 
・県協会運営スタッフの傷害保険加入 
 

【教育部】 
・生涯教育受講者データベースの作成と運用 

 
令和 7 年度財務関連計画 

1. 令和 7 年度の予算執行についての収支管理を行う。 
2. 会計事務所、事務局事務員、各部局支部の会計担当者との連携により、法人化に則し

た会計方式を周知・徹底する。 
3. 令和 8 年度の予算案を作成する。 
4. 会費徴収の徹底・促進、その他収入等により、事業に必要な安定した財源を確保す

る。 
 
 
第 4 号議案 令和 7 年度当初予算案 
 

議案書末頁に資料添付してあります。 



 
 

第 5 号議案 その他 
 


